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平成26年12月橋本市議会定例会会議録（第５号）その４ 

平成26年12月４日（木） 

                                          

                                        

（午前10時35分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 日程第18 議案第13号 橋本市公共施設等

総合管理計画策定委員会条例に

ついて 

○議長（石橋英和君）日程第18 議案第13号 

橋本市公共施設等総合管理計画策定委員会条

例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ９番 松浦君。 

○９番（松浦健次君）61ページの第４条の第

２項、委員の人数なんですけども、（１）、（２）、

（３）とあって、（１）公共施設等の維持、保

全、配置その他管理運営に関し学識経験を有

する者、（２）市民公募により選考された者、

（３）その他市長が必要と認める者と、この

（１）、（２）、（３）の人数の割合というのは、

そのときの状態で適当に決めるという話にな

ってるんですか。それとも、例えばこういう

ふうになったら、任命は市長がやるんかな。

それで、外部からの、例えば私が言うのは、

市民公募により公募された人と、こういう人

がしっかり意見を言う枠というのを確保して

おかなければ、なれ合いと事なかれで間違っ

た方向に進むということもあり得るので、そ

ういう枠というのを、はじめから決めておく

ほうがいいんじゃないかと思うんですけども、

いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）委員構成につきま

しては、現在のところ、まだ決めておりませ

ん。委員は10名以内で組織ということになっ

ておりまして、一応案的に考えておりますの

が、学識経験者として３名、それから、市民

公募委員としては２名から４名の範囲内、そ

れから、市長が認める者としては２名から３

名ということで、合計７名から10名の範囲で

委員を構成したいと考えているところでござ

います。 

○議長（石橋英和君）９番 松浦君。 

○９番（松浦健次君）それを担保する何かあ

るんですか。今はそういう回答をいただいて

も、それを本当にやっていくかどうか、それ

を担保することを何か考えておられますか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）条例上はあくまで

10名以内という、人数的な面ではそれしかう

たってませんので、今、私が人数を言うた分

には、必ずそれを担保するということにはな

らないと思います。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）この条例は策定委員会

を置くということなんですけれども、今後、

この委員会から出てきた答申等を、どのよう

なプロセスを踏んで実効性を持っていくのか

をお聞かせいただきたいんですけれども、例

えば、最終的には計画自体を議決を経るとい

うことを考えていらっしゃるのか、そうでな

いのか。はたまた、議会の委員会等にしっか

りと説明責任を果たすということを、どこか

に担保しておられるのか。この委員会の設置

条例だけですので、この辺が不明確な状態な

ので、具体的な説明をお願いいたします。 
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○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）まず、今回のこの

計画につきましては、大きく基本計画、全体

の基本計画と、それから個別の評価、その建

物ごとの評価をさせていただきたいと考えて

おります。 

 基本計画につきましても、案ができますと、

当然市民の方々のパブリックコメントですと

かアンケートなども実施をして、議会にも基

本計画の案ということで説明をさせていただ

きたいと思ってます。 

 それから、個別計画につきましても同様に、

個々の評価等ができますと、それも同じよう

に、市民の説明も含めて、議会のほうの説明

もさせていただきたいと考えております。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）議会のほうに説明をし

ていただけるということですけれども、この

設置をした後のプロセスというのが、明確に

どこかに根拠としてうたわれていなければ、

その時々の市長であったり、考えで議決を飛

ばすということも、議会への説明を飛ばすと

いうことも可能になってくるかと思いますけ

れども、そういったことを条例化、条文化し

ておくということのお考えはございませんか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）現在の私ども提案

させていただきました条例の中には、そうい

うことを明文化しておりませんけども、これ

は、やはりこの計画というのが市全体の公共

施設についての今後の方針を決定するもので

ございますので、それは必ず議会のほうへ、

それから市民の方々への説明ということをさ

せていただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第13号に

ついては、総務委員会に付託いたします。 

                     

 日程第19 議案第14号 橋本市パイル織物

開発センター設置及び管理条例

を廃止する条例について 

○議長（石橋英和君）日程第19 議案第14号 

橋本市パイル織物開発センター設置及び管理

条例を廃止する条例について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）この条例を廃止される

ことで、例えば、建物の譲渡であったりとい

う部分で、費用が発生したりとかあるかと思

うんですけれども、そのあたりについて少し

詳しく説明いただきたいです。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）パイル織物センタ

ーは、昭和61年に紀州繊維工業協同組合から

建設されたものを当時の旧高野口町が寄附を

受けて、地場産業であるパイル織物の新技術

とか、新製品の開発、当時は行政の職員も出

向しておったわけなんですが、寄与してまい

りました。その結果、再織りの機械生産の向

上につながってきたという、そういう実績は

あろうかと思います。 

 かなり年数もたっておりますし、一応の所

期の目的は達成できたということで、このた

び紀州繊維工業組合、元の持ち主に無償で譲

与させていただきまして、今後は利益を生み

出すような、そういう生産場として有効に活

用していただけたらなと思っております。 

 このたびの、この議会の補正予算提案で、

この表示登記、建物の登記をするための表示

登記の測量費と所有権移転するための登録免

許税、これを手数料として上げております。
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26万8,000円を提案させていただいておりま

す。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第14号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論を行います。 

 まず、原案に反対の立場で討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第14号 橋本市パイル織物開

発センター設置及び管理条例を廃止する条例

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第20 議案第15号 橋本市立小学校及

び中学校設置条例の一部を改正

する条例について 

○議長（石橋英和君）日程第20 議案第15号 

橋本市立小学校及び中学校設置条例の一部を

改正する条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 14番 辻本君。 

○14番（辻本 勉君）この条例につきまして

は、３中学校の統合に絡めたものだと思うん

ですけども、橋本中学校に学文路中学校、西

部中学校が統合されるということなんですが、

地元説明会といいますか、保護者説明会もか

なりの回数やっていただいております。 

 そんな中で、２点ほどお聞きしたいんです

けども、その保護者説明会の中で、保護者の

方、地域の方からどのような意見といいます

か、要望等が出てきたのかどうかという点で

あります。 

 ちょうど合併といいますか、28年の４月か

らということになると思いますが、そのとき

の中学生、３年生、１、２、３と、これが、

現在の中１、それと小学６年、５年生という

形で構成されると思いますので、特にその辺

の保護者については、大変不安等もあろうか

と思うんですが、それについてどのような意

見が出てきたかお聞かせ願いたいのと、もう

一点は、現在のところ、それぞれの中学校の

状態というのがどのような状況になっておる

んかと。 

 私は橋本中学校区に住んでおりますので、

橋本中学校の状況というのは若干理解をして

おります。孫も小学校６年生でおりますし、

いろいろ情報が入ってきますのでわかるんで

すが、他の学文路、西部中学校の状況につい

てもどういう状況であるんか。橋本の状況を

聞きますと、若干荒れておるという、一部生

徒が、荒れた生徒がおりまして、若干学校自

体が荒れておるということは聞いております

が、このような状態で統合するということは、

大変、後の問題といいますか、統合した後に、
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よりその学校が荒れる要素もあります。 

 そんな中で、保護者としましては大変危惧

するところだと思いますので、保護者の方の

ご意見を聞かせていただいたら、まずはそち

らの対応をすべきではないんかなと。そして、

合併をしていくほうがいいんではないかとい

う意見がたくさん寄せられました。 

 そういうことで、教育委員会としてどのよ

うに考えておられるんか、現状も含めてご答

弁をいただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）ただ今の辻本議員の

ご質問にお答えします。 

 保護者説明会ですが、今まで24回行ってお

ります。きのうも３番議員のご質問にもお答

えさせていただきましたけども、質問の過程

というのは、年を追ってといいますか、23年

度から保護者説明会を実施しておりますので、

年を追って変わってきています。 

 当初は、通学路の問題が多くありました。

次に、教育内容、それから体育館等の施設の

問題、こういうこともお話が大分出てきまし

た。その都度その都度検討して保護者に返す

という形で、計24回行ってまいりました。 

 つい最近行いました喫緊の保護者説明会は、

西部中学校区が11月18日、学文路中学校区で

11月19日、それから橋本中学校区で11月20日

です。 

 この中で出されてきたご意見というのは、

やはり西部中学校区では、通学路がまだ出さ

れました。時間的にどれぐらいかかるのかと

かいう問題で、こちらのほうで説明させてい

ただきました。それから、大きく受けとめて

おりますのは、新しい学校をつくるんだとい

うしっかりとしたビジョンを持って教育委員

会は今後臨んでほしいという、大きな期待を

いただきました。これにつきましては、この

後、私たちの取り組みの中で、これに応えら

れるように、例えば教職員の数であるとか、

設備であるとか、教育内容であるとかを、応

えられるように取り組んでいきたいと思って

います。 

 それから、学文路中学校区は、前回８月に

行ったんですが、８月の時点でもあまりご意

見が出されていませんでした。特に通学路の

問題は一部出ておりましたけど、そう大きな

話ではなかったように思います。11月19日に

行いました学文路中学校区のお話の中では、

新しい学校をつくるので、その意気込みで教

育内容もしっかり取り組んでほしいというお

話がありました。 

 それから、最後、橋本中学校区では、アン

ケートの集計方法についてご意見が出ており

ました。統合準備会と保護者説明会でアンケ

ートの内容が違うということでご意見が出て、

なぜ違ったかということを説明させていただ

きました。 

 全体的に、この24回の保護者説明会を重ね

る中で、一定、教育委員会の方針に従います

と、方針でいいですよと。ただし、その後は

教育委員会として取り組むべきことをしっか

りやっていただきたいと。そういうふうに教

育委員会として受けとめさせていただきまし

た。 

 次に、２点目の、橋本中学校区また橋本中

学校、西部中学校、学文路中学校の子どもた

ちの状況です。 

 まず、西部中学校につきましては、１年生、

アンケートにもありましたように、非常に落

ち着いて自分たちの学習に取り組んでおりま

す。また、学文路中学校もそのように頑張っ

て学習に取り組んでおります。橋本中学校に

つきましては、さまざま課題を抱えつつ、４

月出発してまいりました。ただ、夏休み前後

ぐらいから、対応を個別対応に変える中で、

徐々に落ち着いてきているという報告を受け
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ています。 

 この後、やはり今議員ご指摘のとおり、三

つの中学校が安定した状態の中で、特に中学

校１年生が安定した中で統合に向かうという

ことが大切と考えてますので、まだまだ各中

学校への支援といいますか、指導といいます

か行っていきたいと、そのように考えていま

す。橋本中学校につきましては、一定の落ち

着きを示すようになってきているという形で

あります。 

○議長（石橋英和君）14番 辻本君。 

○14番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 私はいずれ統合について反対しているわけ

ではありませんし、どちらかというと、先に、

まず小中一貫教育やってますけども、それ以

前に中学校の合併をすべきやという考え方で

おりましたので、統合については当然やって

いくべきだと思います。 

 今、教育長が言われたとおり、まだまだ課

題といいますか、若干問題点もあろうかと思

うんです。それを、28年度４月開校というこ

となので、まだ日程的に十分あります。今言

っていただいた件、いろんな問題につきまし

ては、今後、やはりきちっと教育委員会内部

のほうで詰めていただいて、再度、保護者の

理解を得ていくということでお願いしたいな

と。 

 私も最終の説明会に出席をしたかったんで

すけども、他の仕事が入っておりましたので

どうしても行けなかったんですけども、そう

いうことで、なかなか保護者自体も、今の保

護者というのはなかなか関心が薄いといいま

すか、そういう会議に出てこない保護者がた

くさんおられるので、もう少し、やはり大変

子どもにとって大事な問題でもありますので、

保護者皆が関心を持って、より良い学校づく

りに協力していくというのが基本だと思うの

で、今後いろんな課題解決していく中で、よ

り多くの保護者との会合を重ねていただいて、

頑張っていただけたらいいと思いますので、

よろしくお願いしておきます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 11番 土井君。 

○11番（土井裕美子君）今、教育長、説明し

ていただきましたけれども、やはり、この議

案を通すことによって統合が決定されるとい

うことでございますので、私たちも慎重に審

議をしていかなくてはならないなという思い

でございます。 

 委員会等のほうでも、いろいろな意見等を

出していただいて、ご回答いただいてますが、

やはり西部中学校区の方が統合するにあたっ

ての一番不安点である通学路の問題ですね。

その中で、例えば、以前委員会の中で、自転

車の通学で一番距離の遠い子どもに関しては、

電動付きの自転車等の貸し出しも考慮に入れ

て検討していくというようなお答えがござい

ましたけれども、その点のところで、今どの

ようになっているのかというのを、ちょっと

お教えいただきたいと思います。その辺の、

やっぱり一番遠い、距離的に問題があるなと

いう子どもたちに対しての配慮を、今この状

況の中でしっかりと認識をしておかないと、

後でしまったなということになってもいけま

せんので、その点と、それと、先ほど同僚議

員が申されました中で、各学校の状況が、い

ろいろ問題があると思いますけれども、その

中で、三つの中学校が統合するということで、

それぞれいろんな問題点がこれから発生する

ことは、もう十分予測できるかと思いますの

で、十分にやっていきますというような、あ

やふやなお答えであったように思うのですが、

やはりここではっきりと、統合時にあたって

は教員の加配をしていくというような、はっ

きりとしたお答えをいただきますと、私たち

も、保護者も、統合に向けての不安感がなく
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なると思いますので、その辺のところのはっ

きりとしたご答弁を再度お願いしたいと思い

ます。 

○議長（石橋英和君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）自転車通学の件に

関しまして、私のほうからお答えをさせてい

ただきます。 

 確かに、いろいろと保護者説明会等を重ね

る中で、電動機自転車の貸し出しというよう

なこともございましたが、いろいろとその後

検討する中で、電動機自転車については、現

在全く考えておりません。自転車通学で最高、

一番時間がかかるのが、実際にはかったわけ

ではございませんが、一言主神社からですと

自転車通学で26分程度を要するということで

ございます。ただし、山田・吉原地域を片道

５㎞を超えるような通学距離の子どもさんた

ちについては、通学バスで対応していくとい

うことになってございます。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）続いて、２番目の質

問で、加配等の問題についてお答えさせてい

ただきます。 

 今、想定しています生徒数、新しく統合す

る生徒数は、中１、中２は、まだ私学、県立

中学校等の進学がありますので、これは推測

で約15％の子どもたちが他の私学または県立

中学校へ抜けると想定しますと、中１で117

名、中２が102名、中３で102名、それから特

別支援学級の子どもたちで11名という形にな

ります。 

 これを試算しますと、当初、中１が４学級

と考えておったんですが、117名で３学級にな

ります。そうすると学級数は12クラスになり

ます。というのは、特別支援学級が２クラス

と１クラス認めていただきますので３クラス

になりますので。教職員数は昨日も話しさせ

ていただきましたとおり19名です。私たちが

考えていますのは、加配は最低４名の方をも

らう。最低です。その中で、中学校３年102

名につきましては、これ３で割りますと34人

になります。この子どもたちにつきましては

まさに進路ということもございますので、少

人数学級、どうにかつくっていきたいと思っ

ています。必ず少人数での授業を受けさせる

と。 

 それと、中１、今のところ117名です。121

名になりますと４学級ということになります。

ちょうど30名ということになります。これは

今後の動向を見ながら、やはり自分たちが公

立中学校へ一緒に行こらよという仲間意識と

いいますか、集団の仲間づくりをこれから小

学校にもお願いして、皆で地元の中学校へ行

こうという、そういう機運を盛り上げていた

だくようなお話をこれから進めていきたいと

思っています。 

 生徒数、職員数については以上です。そう

いう形になりますと、23名ないし24名の職員

集団になります。それから、市の非常勤講師

の先生を入れると27名ぐらいになるんではな

いかなと。そうすると、教科的にも１教科で

４人ないし５人の先生が出てきます。こうな

ると、教職員集団も国語なら国語の教科で、

それぞれが教科で部会を開いて学習も深める

ことができますので、教科についても強まる

ものと考えております。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）ありがとうございます。 

 この統合に関しては、３学区、３中学校区

が統合なので、市全体で見ると、約３分の１

ぐらいのエリアを占めていることになると思

います。 

 その中で、まず市民の方から、今回の地元

説明会に対してクレームを受けております。
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それは、これだけ大きな面積を占めているに

もかかわらず、インターネット等での告知が

されてなかったんじゃないかと。十分にその

期間が知ることができなかったというふうに、

私、お電話いただいたことを記憶しておりま

す。 

 それも含めまして、４点聞かせていただき

たいと思います。 

 まず、この地元説明会、11月の18日、19日、

20日と行われた分に関しては、ホームページ

で開催案内をいつ行ったのか、この点。 

 それと２点目、この説明会以降、統合準備

会は行われて今回のこの条例の改正につなが

ってきているのか。つまりは、説明はしたけ

れども、また持ち帰って、その中で整理をし

てここに来ているというふうに行っておられ

るのか、２点目。 

 ３点目としては、この地元説明会におきま

して、配布資料、平成26年11月地元説明会資

料（児童生徒アンケート集計含む）、これが今

インターネットで公開されております。これ

を見てみますと、統合に伴う条件整備として

12項目挙げられております。その中で気にな

るのは③、⑥、⑫。③が通学バスを導入とい

うふうに書かれてあります。先ほどの次長の

答弁だと、このエリアは通学バスの対象で準

備しているというふうに、もう地元では言っ

てしまっているんではないでしょうか。 

 ⑥に関しましては、クーラーの設置、これ

に関しては、平成28年度から小・中学校にク

ーラーを設置していく予定というふうに説明

しています。これは、全小・中学校を指すの

か、今回の統合をする学校に対して行われて

いるのか、その点も。 

 それと⑫番は、新しい学校名、新しい校歌

の協議と書かれてあります。これはもう変え

るということを前提に行われているんだとは

思いますけれども、この点に関しても、この

資料に関してご説明いただきたいと思います。 

 質問の四つ目、条例改正を今定例会に行わ

れた理由です。ここで議会に対して説明をす

るということは、最後の、住民に対しての説

明責任をしっかりと果たすという意味合いを

持っているかと思いますけれども、この改正

案、設管の改正をただ単純に出されて、この

まま通過するということは我々できないので、

この点に関しても含めてご説明いただきたい

と思います。 

○議長（石橋英和君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）質問項目がたくさ

んありますので、抜けておればまた言ってい

ただければと思います。 

 まず、最終の地元説明会の開催案内につい

てでございますけれども、今回は特に最終的

な報告、平成28年４月に３校を統合して新し

い中学校をつくるという報告をする会であり

ましたので、できるだけたくさんの人に来て

いただきたいという気持ちがございました。

そのため、区長理事会のほうにお願いをいた

しまして、該当中学校区について各家庭に回

覧が回るような形で、お知らせをまずさせて

いただきました。その回覧に合わせて、ホー

ムページでも開催案内を掲載させていただい

たというところでございます。 

  （「答弁もれ。いつ行われたのか」と   

呼ぶ者あり） 

○教育次長（坂本安弘君）申しわけございま

せん。細かい日までは今ここに資料がござい

ませんので、後ほど報告させていただきます。 

 最終的な地元説明会の開催に至るまでに、

統合準備会をまず開かせていただきました。

そこで、各統合準備会から、統合については

統合準備会で結論を出すのは難しいので、一

定の理解をした上で、最終的な判断は市のほ

うにお任せするという結論をいただきまして、

その結論を持って地元説明会に入ったという
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ことになります。 

 それから、資料で何点かお話をいただきま

したが、まず、山田・吉原地区の通学バスの

導入でございますが、先ほども申し上げまし

たように、片道５㎞を超える、吉原・山田地

区になるわけでございますけれども、通学バ

スを導入していくということで、市のほうと

も協議をさせていただいておりまして、決定

といいますか、そういう方向で通学バスを出

していくということにしております。 

 それから、飛んでしまうかもわかりません

けども、クーラーの設置についてもおただし

がございました。これは、順次28年度から、

小・中学校、統合だけでなしに、クーラーを

各教室に設置していくということでございま

す。まず、28年度に中学校を実施するという

ところでございます。 

 それから、なぜ今の時期かというところで

ございますけれども、いろいろと説明会をし

ていく中でも、実際に28年４月頃にこういう

状態になるので統合しなければならないとい

う形で、ずっと進んできたわけでございます

けれども、先といいますか、一定いつという

ところを決めませんと、細かい準備に入れな

いということがございます。教育長が先ほど

から申し上げておるような、細かい準備を行

っていくためにも、一定の期間が必要である

というふうに考えまして、統合準備会の結論

もいただいた上で、今回、条例を上げさせて

いただいて、承認をいただければ28年４月に

向けて細かい準備に入っていきたいというふ

うに考えておりまして、今回、条例を上げさ

せていただいたということになります。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）地元説明会資料のイ

ンターネットの部分の12番目の項目ですけど

も、新しい校名、また新しい校歌というお話

をいただいた件です。 

 私たちは、三つの地域で説明に上がらせて

いただいて、最後、そうですね、最近になり

ましてといいますか、今年度の夏以降から、

校歌、校名はどうするんですかというご質問

を随分いただきました。私たちがつくりたい

と思っている学校は、西部中学校、学文路中

学校、橋本中学校を統合して新しい中学校を

つくります。そういうお話をさせていただき

ました。ということになりますと、校歌・校

名につきましても、全くといいますか、新し

い形で付けて子どもたちを迎え入れたいと思

っております。 

 ただ、このことにつきましては、今後、保

護者説明会、地域説明会、統合準備会等、こ

こで承認いただいてはじめて第一歩が切れる、

現実的な第一歩が切れると思っておりますの

で、その時々でご説明いただいて、ご了承い

ただいていくような方向で進めたいと思って

います。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（石橋英和君）答弁もれ指摘してくだ

さい。 

○17番（松本健一君）二つ目の質問で、私、

聞かせていただいたのは、説明会以降は統合

準備会は行われていたのかということで聞か

せていただいたんですけれども、答弁の内容

から推測すると、行わずにここに条例が上げ

られているということになりますけれども、

それで正しいかどうか。 

○議長（石橋英和君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）先ほども申し上げ

ましたように、統合準備会では各統合準備会

から教育委員会、市のほうに最終的な判断を

委ねるというところで説明会を開催させてい

ただいておりましたので、説明会開催後の統

合準備会は開催をしてございません。 

 それから先ほどの、ちょっと私、答弁で日

の詳細までわからないというふうに申し上げ
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ましたが、10月23日に広報の配布に合わせて

各地域への、該当地域への回覧を配布してい

ただいております。それから、同じく10月28

日、29日にホームページにアップさせていた

だいております。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）まず、一つ一つ、はじ

めのホームページの、開催の掲載に関しては、

確かに10月の28、29で公開されているかと思

いますけれども、そのホームページはどのよ

うに、ここに載せたということを告知されて

いたのか。トップページに載せて、そこから、

今の橋本のホームページはＲＳＳとかござい

ますので、ツイッターに、フェイスブックに

飛ばすであったり、トップページに表示をさ

せるということができるはずです。 

 私、はじめに言うたように、市域の３分の

１を占めるエリアですから、そういうところ

にお住まいの方々が、回覧が回ってきて見る

のというのは本当に一瞬なんです。どこも次

に次に回していかなあかんから、なかなか詳

細に読めない。そういうところで、ホームペ

ージを見てらっしゃる方々が多くなってきて

います。そこに対しては、一体いつそういう

手続きをトピック等に上げられたのか、再度

ご質問させていただきます。 

 それと、今回のこの説明会は、結論を持っ

て教育委員会が行かれたということで、その

結論というのは、この議会に対していつ説明

されたのか。我々、一切この資料に関しては

見たことございません。各議員、この説明会

に来いというふうに呼ばれた記憶もございま

せん。その上で、ここにこの条例が上がって

おりますので、もっと細かく聞いていかない

といけなくなります。そういった意味で、最

終的な結論というのは教育委員会だけで行っ

てよろしいんでしょうか。 

 その点、２点を聞かせていただきたいと思

います。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）ホームページの記載

の日時というのは、今はっきりと把握してお

りません。後で報告させていただきます。た

だ、統合準備会等のお話につきましては、ホ

ームページにアップ、その都度しているとい

う形になっておると思います。 

 それと、三つの中学校を統合して、新しい

中学校を橋本中学校につくるという形でご理

解をいただいたのは、９月29日、30日、10月

６日で行いました各中学校区の統合準備会の

中で了解をいただいています。それまでに、

28年４月をめどに新しい中学校をつくるとい

うお話はさせていただいておりましたけども、

結論付けてさせていただいたのは、その９月

下旬から10月初旬にかけての統合準備会でご

ざいます。 

 それと、教育委員会がそれを決定するんで

はなくて、やはり、議会にかけて議員の皆さ

んにご判断をいただくということが最終統合

の進む道だと思っています。だから、私たち

教育委員会が、全て前に来て全部やるという

わけではなくて、ここまでやりました。その

結論としてこれを持ってきましたので、どう

かご判断をいただきたいと、そういう形で、

今、上程をさせていただいておるというとこ

ろです。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（石橋英和君）答弁もれ指摘してくだ

さい。 

○17番（松本健一君）要するに、私が聞きた

いのは、ここに来る前に議会に対しての報告

等を、その結論であったんであれば、それを

ちゃんと説明しましたかということを聞いて

るんです。したかどうかです。イエスかノー

か答えてください。 
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○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）教育委員会としては、

今までの過程、いろいろ一般質問でも質問を

いただいております。その都度、平成28年４

月１日に統合を行いますというお話をさせて

いただいていたと認識しています。 

 それと、もう一つは、先ほど私のほうで、

教育委員会として平成28年４月１日に統廃合

に向かいますというお話をさせていただきま

したけども、このときに、議会承認を得て、

28年４月１日に承認を得たら統合を行います

というお話を、保護者説明会、統合準備会に

もさせていただいています。細かいところ、

そういう形でお話をしています。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 ９番 松浦君。 

○９番（松浦健次君）教育委員会としては、

いろんな形で説明して、ホームページにも載

せているというので、議員としては、そうい

うことに関心があるんだったら、しっかりそ

ういうことも見た上での質問をせないかんと

私は思います。説明会にも私も何回か出させ

てもらいましたけども、出てくる人少ない。

でも、少なくても、出てきた人は活発な意見

を交換して、それで納得のできる、私が聞い

ていて納得のできる答弁をしておられました。 

 それはそれとして、私が市当局にお願いと

いうか聞きたいのは、どういう気持ちかと聞

きたいのは、先ほど教育長が、最低４名加配

するというようなお話でしたけれども、いろ

んな事態が生じて、４名以上必要になるか８

名になるかわからんと。そうでなかったら学

校がもたんというような状況だってあり得る

と思うんです。そのときに、金がないからも

うこれでとか、そういうことを言わないで、

教育現場に携わる方々の体験から生じた要求、

つまり人員の要求というのを、私は備えてあ

げるべきだと思うんです。その辺について、

大丈夫だという考えですか。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）教員の体制の問題に

ついては、教育委員会でご検討いただくこと

になるわけでございますけども、加配の問題

については、県教委のほうへも働きかけてい

くというようなお話を聞いております。 

 さらに、ということでございますが、これ

は単費の教員の加配ということでご質問をい

ただいているかと思いますけども、もちろん

中学校の統合というのは大事業でございます

ので、これは先ほどから教育長が言われてお

るように、万全の体制で臨むべきであろうと

思っておりますので、これは教育委員会と協

議をしながら、積極的なバックアップはさせ

ていただきたいと考えております。 

○議長（石橋英和君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）先ほど答弁を保留

しておりましたホームページの関係でござい

ますけれども、先ほども申し上げましたよう

に、10月28、29日にホームページにアップい

たしました。そのときに、トップページに載

せたわけでございますけれども、当初、二、

三日の間、リンク張り付けがうまく行ってお

りませんで、教育委員会のホームページ、い

わゆる統合のところのホームページに飛ばな

かったという事実はあったようでございます。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）私も、実は高野口中学

校の統合の第一期生でして、当時かなりすご

かったというのを覚えております。 

 今、ちょうど同年代がそのとき保護者、今

の、次統合すれば、そのときの保護者になる

んですけれども、私のところで一番よく聞か

れる連絡があるのが、校区の問題なんです。

教育委員会の考え方は知っています。しかし、
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道挟んで隣同士で、まずもうぶっちゃけたら、

高野口のほうが近いところというのがいっぱ

いあります。 

 私の立場からどうこうと言えれへんのやけ

れども、じゃあ、もう今のうちにおばあちゃ

んとこへ引っ越しておいたほうがいいんかな

とかという意見も、やっぱり出てるのは事実

なんです。例えば、クラブ活動であれば、も

し当該の学校にそのクラブがなかったら遠い

ところとかに行けるというのも、保護者の方、

今、特に小学校４、５、６年の保護者の方、

調べられてます。そのあたりの、その校区に

関しても、きっちりと伝わってないんじゃな

いかなという気がしてるんですけれども、そ

のあたりはいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）基本的に、西部小学

校の子ども、学文路小学校の子ども、清水小

学校の子ども、そして橋本小学校の子どもが

新しくできた橋本中学校へ通学する。それは

変わりございません。その気持ちで取り組ん

でおりますし、各学校も、先ほども話させて

いただいたとおり、ともに中学校へ行こうや

ないかという、そういう仲間づくりに取り組

んでいただけるように、また指導していきた

いと思っています。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）というよりも、その説

明がきっちりできてるんかなと。保護者の方、

特に、対象がどうしても小学校の子が今中心

になってきて、このままいけば中１、小５、

小６かな、今の、が対象になってくるんです

けれども、特に小学校のほうの保護者宛てに、

ひょっとしたらきっちり伝わってないんじゃ

ないかなと。これは行かないほうも悪いとい

ったらそうかもしれないんですけれども、そ

のあたりはどのようにされているかをお伺い

したかったんです。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）通学区域の問題につ

きましては、例えば、子どもにはアンケート

をとるときに、スクリーン等に映し出しての

通学の過程を説明はさせていただいています。

保護者の皆さんについては、地元説明会のと

きに説明はさせていただいていますけども、

今、議員おただしのとおり、全員の保護者が

集まっているというわけではございませんの

で、この議会の中でご承認いただいた場合は、

28年４月１日に新しい中学校を橋本中学校に

つくるという過程で、各小学校の保護者に説

明に上がらせていただきたいと。また、学校

からも説明していただくという気持ちでおり

ます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）教育長、条例の提案で

すんやけど、条例は条例として、これ、付託

されておりませんね、文教厚生委員会に。付

託されてないということは、ここで質疑をせ

ないかんのですけども、議員は市民の代表で

すので、やはり全て認識をして、統合に向け

てはやっぱり教育委員会に、我々も統合する

ことが大事やということの中から、反対じゃ

ないんですよ。そういう中から条例を通す場

合、もろもろの説明会の中で、いろいろな問

題が決められてきておる。また、予定してい

る部分もある。そういうことが、やはり28年

度、27年度予算化していかないかんと。そう

でしょう。 

 そうなってきますと、議会に対して、やは

り議会というのは、決めてからそれを報告と

いうんじゃなくて、議会でもんでいただくと

いうことも大事なんです。それには文教厚生

常任委員会というのがありますので、この条

例が通った後の即、やっぱり委員会を開いて

いただいて、丁寧に議会にちゃんと説明をし
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て、これからこういうことで、こういうふう

に進んでいくんやと。それで、保護者はこう

いうふうに決まったんやということで、やっ

ぱり文教厚生常任委員会というものがある。

経済建設委員会もありますので、私たちは到

底議会に言うたらかき回されるよという、そ

ういう立場じゃない。協力をする立場ですか

らね。やっぱり議会議員が条例を何もわから

んと通して、これ統合するんだけど、どない

なってんのよと市民から聞かれたときに、私

ら何も知らんと、これ、条例、合併するので

通したんよと、こんなわけにいきませんねん。

議会というのは。議員というのは。全てやっ

ぱり知ってやなあかんのです。ほんで、お互

いに協力し合って、いいものをつくっていく

と。各地区に議員もおられるのでね。 

 そういう意味において、中身はいろいろと

聞いております。体育館の建設とか、あるい

は通学バスの導入とか、あるいは学文路の跡

地については、こども園あるいは公民館の建

設とか、いろいろ個々には聞いておりますけ

れども、議員全体何もわかっておりません。

教育委員会の進めた部分についてのですね。

そういうのは、監視カメラを導入するとか予

算が伴ってきますね。たくさん。そういうも

のを文教厚生常任委員会の中で、十分何と何

とは決定して、何と何とは予定しているんや

というようなことも随時、やっぱり協力して

いただくという意味で、この条例が通った後

にでも、即、文教厚生委員会、12月議会まだ

12日まであるので、そういう丁寧な説明を文

教厚生委員会で出していただいて、そしてよ

り良いもの、より良い意見を、議員としての

意見も聞いていただいて、そして協働で子ど

もたちのためにいい学校にしていくというこ

とをしていただきたいと思うんですが、その

点について、どう思いますか。 

 文教厚生委員会を持つということであれば、

この条例も、それなりに何とか通してくれる

んじゃないかなと思うんですけども。通るか

通らんかわかりません、そのときには決めら

れるんやけど、そのことをちょっとご答弁願

います。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）12月９日の文教厚生

委員会にお諮りというか、検討いただく材料

をお示ししたいと思います。その場で検討い

ただいて、今、井上議員おっしゃられたとお

り。 

○議長（石橋英和君）局長、言いなさい。 

○議会事務局長（石井 豊君）それは議会運

営委員会で決めますので。 

○教育長（小林俊治君）それは12月９日の部

分で、この議会で決めていただくように報告

させていただきます。 

○議長（石橋英和君）18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）文教厚生委員会という

のがありますので、委員会のほうから要請も

あるだろうと思いますけれども、当局のほう

から、委員会として開いていただく要請、要

請というか、こちらからもしますけども、そ

のときには、おいでいただけますかというこ

とで、そちらからも要請していただけたら、

こちらはまた要請に応じるということで。 

○議長（石橋英和君）暫時休憩いたします。 

（午前11時31分 休憩） 

                     

（午前11時44分 再開） 

○議長（石橋英和君）会議を再開いたします。 

 18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）教育長に、ご意見とし

て述べさせていただきます。 

 この件について、文教厚生常任委員会のほ

うから所管事務調査として要請があった場合、

受けていただくかどうかということで、私は

文教厚生常任委員ではございませんけれども、
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大事なことであると思いますので、ひとつお

願いしたいということでございますが、ご答

弁願います。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）そのようにお受けさ

せていただきたいと思っています。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）今までずっと質疑を聞

いてまして、一つだけ、もう少し詳しく教え

ていただきたいなと思ったことがありました

のでお尋ねします。 

 この条例が議決された後で細かいことに入

っていきたいというふうにおっしゃられたん

ですけれども、その細かいことというのは、

どういうことを指しているんでしょうか。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）まず、この後、ハー

ドウエア、ソフトウエア両面ありますけども、

ソフトウエアについては、例えば教育課程、

それから小中一貫教育について。その中では

学校行事について、また、教員の授業交流、

小中一貫教育について、それから、特別支援

教育の内容について、こういう形を考えてい

ます。それから、児童生徒の交流ということ

で、平成27年度中にどういうことをできるか。

また、平成28年度ではどうしていくか。それ

から、保護者対象の学校見学会や学校説明会。

これは平成27年度に行います。それから、平

成27年度につきましては、校務分掌について。

例えば、教務部で教務主任の先生方に集まっ

ていただいて、28年度の学校の教務内容につ

いて、研究組織について検討します。それか

ら、生徒指導について。例えば、生徒指導主

任に集まっていただいて、生徒指導のあり方

を検討していきたい。それから、生徒会担当

の先生方に集まっていただいて、生徒会のあ

り方を検討していきたい。それから、部活動

の担当の先生方に集まっていただいて、部活

動の数、中体連等の対外試合などをどうして

いくかということも検討していきます。それ

から、庶務ということでＰＴＡの組織をどう

するか。また、ＰＴＡの会計をどうするか。

また、文化体育の振興についてどうしていく

か。これも検討材料です。 

 それから、備品関係もございます。一般備

品、それから教材備品、図書、それから教科

書。こういうことについても検討材料に挙が

っています。それから、学校の施設設備、そ

れから通学路関係につきましても、３校の校

長で集まって協議していって決めていくとこ

ろは決めていきます。それから、校舎の施設、

設計面等についても検討します。 

 次に、制服、体操服、これも検討していく

必要があります。ただ、業者につきましては、

早くから業者との打ち合わせが必要ですので、

もう業者との打ち合わせは済ませております。

今後、この、きょうの議会の承認によってま

た変わりますけども、それも入れて業者との

説明、始まっています。 

 それから、関係機関との調整。例えば、校

長会、それから各種団体、そして教育コミュ

ニティ。きのうお話しさせていただきました。

今、学文路中学校区のみにありますが、西部、

橋本の教育コミュニティをどうしていくか。

それから、健全育成会、これをどうしていく

か。それから、学校関係者評価委員会という

のが各学校にございます。これを新しい学校

にした場合、どうしていくか。そして、校名

と校歌をどうしていくか。 

 そういうふうな形で、約10点に分けて、そ

れぞれ担当、それから各小・中学校長、教頭

先生、養護の先生、体育主任の先生、生徒指

導主任の先生に集まっていただいて、平成27

年度といいますより、この議会が終了次第、

承認いただいた次第、具体的に動く必要があ
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ります。 

 以上です。 

○教育長（小林俊治君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）議決されればすぐに、

ということなんですけれども、この１年数カ

月の間に、今おっしゃられたことを全部やっ

ていくということだと思うんですが、３校を

一つにする、また、子どもたちの交流も含め

てということになれば、やっぱりかなり時間

をかけたほうがスムーズにいくんではないか

なという、今のずっと説明を聞いていて、ス

ムーズにいくんではないかなというふうに実

際思ったんですけれども、この１年数カ月の

間で本当に大丈夫なんですかというのが一つ

と、それと、通学路の場合でも、多分、今ま

でも通学路の安全といいますか、防犯灯とか

街路灯とか、そういう要望とかもいろいろ出

てると思うんですが、その辺の設置が間に合

うのかというか、その２点について、再度お

尋ねします。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）今、お話しさせてい

ただいた内容につきましては、平成28年４月

に新しい中学校をつくるという一定の日にち、

ゴールを決めた上で逆算してありますので、

きょうの議会で承認いただいた場合、実現は

可能であると、このように考えています。 

 それから、通学路につきましては、小学校

は通学路は決まっています。学校が全部決め

て行っています。中学校につきましては、通

学路というのは逆に、子どもたちがこう通学

してきますよというのが通学路に、逆になっ

てきます。それをどう反映していくかという

のは、平成27年度で橋本中学校に行った場合、

あなたはどういう通学路を通って行きますか

というのを子どもたちに聞かせていただいた

上で、まだ不備な点があれば、それは全力を

挙げて整備していくというふうに考えていま

す。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 ３番 髙本君。 

○３番（髙本勝次君）お聞きします。私が、

一般質問でもお聞きしたんですけども、どう

も納得できない話が一つありまして、小中学

校適正規模・適正委員会の検討委員会で、児

童、子どもたちの意見を尊重する、十分に尊

重するということを繰り返し繰り返し書いて

おります。だのに、そのアンケートをとった

のが、この条例が出される３カ月前。児童、

子どもたちの意見が条例に反映される状況で

はなかったように思うんですけどね。どうも、

話が逆さまで、それから22年３月に審議会答

申が出されたときに、即座にそこから、順番

としては子どもたちに意見を十分時間をかけ

て聞きながら、慎重に検討しながら今回の条

例を出すべきではなかったでしょうかと私は

思うんです。子どもたちのアンケートとるの

が、条例出される３カ月前。これで、児童、

子どもたちの意見が尊重されていると言えな

いと思うんですけどね。言えると思いますか。

ちょっと答弁お願いします。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）議員のおっしゃる部

分でいいますと、「学習の主体者である子ども

（児童生徒）の意見をその発達段階に応じて

可能な範囲で聞き取り、計画立案にあたって

反映させることが重要である」という形にな

っております。ここの部分で大事な要素とい

うのは、計画立案でございます。新しい学校

の計画立案にあたって反映させていくという

ことは、私たち自身、これからの取り組みも

含んでいると、このように考えています。 

 だから、子どもたちの今の状況の中で、や

る・やらん、統合する・統合しないという問

題ではなくて、子どもたちがより良い教育状

況を得るために、これから１年数カ月かけて、
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私たちがどういう、今の子どもの状況を把握

して、具体的にどう取り組んでいくか。これ

が大切であるというふうに私は考えています。 

○議長（石橋英和君）３番 髙本君。 

○３番（髙本勝次君）今の教育長の説明は、

全然説明になってないと私は思うんですけど

も、今回のこの統合条例というのは、すごい

重要な問題なんです。もう後には下がれない、

決めてしまったら下がれない。それは、もう、

きょうこの瞬間決めてしまうんです。そうい

う重要な問題を、子どもたちのアンケートを

とったのが３カ月前。私、言いたいのは、時

間かけてやっぱり慎重にするべきではないか

と思うんですけども、その慎重さがこの３カ

月で、どうも慎重に条例が提出されたように

思わないんですけどね。 

 本当に、この条例というのは、結局この三

つの中学校を統合する結果なんですよね。橋

本中学になってしまうんです。もう決まって

しまったら、いろいろ意見あっても、あと子

どもたち、あれやこれやといろいろ不満の声

が、たくさんアンケート出されておりました。

だけどもそれが、子どもたち、児童生徒に説

明するというよりか、説得するというか、そ

んな形しかないんじゃないですか。あくまで

もこれ、この３カ月前のこのアンケートの結

果、どう生かされたかということは、この答

申に書いているようなことでは、慎重に、あ

くまでも慎重にということで、子どもたちの

意見を重視するということが書いてるんです

からね。３カ月で慎重にというか、中学校を

統合することが結論ありきなんですよ。子ど

もたち、じたばたしても、父兄の人がじたば

たしても、どうしようもない。決まってしま

ったら。きょうこの瞬間、決まってしまうん

です。本当に大事な問題なんですけどね。 

 そういう意味では、アンケートをとったの

が遅過ぎたん違いますか。そういう意味では、

アンケートとることが、この３カ月前だった

んですから、時間かけて慎重に決めていくべ

きやと私は思うんですけども、今回、これ、

ここで条例決定してしまうのは、どうも納得

できないと思うんですけども、いかがですか。 

○議長（石橋英和君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）私のほうからアン

ケートといいますか、お答えをさせていただ

きます。 

 教育長も一般質問も含めていろいろ説明を

させていただいておりますが、22年の３月に

答申を受けて、21年度末に答申を受けて、22

年１年間をかけて基本方針の素案というもの

を作成してまいりました。その後、23年度か

ら地元の説明会に入ったわけでございますけ

れども、一番最初の説明会のときに、23年の

夏頃でございます。当時も素案ということで

ございましたので、28年度頃に各学校が100

人規模の学校になるので、統合をする必要が

あるというような素案でございまして、具体

的に28年４月と決めたものでは、もちろんあ

りませんでした。その中で保護者説明会を実

施させていただいて、教育長を含め全ての教

育委員にも参加していただいて、説明会を実

施したんですけれども、出席していただけた

保護者というのは本当に限られた人数の方だ

けでございました。 

 そのため、いろんな意見をお聞きしたいと

いうことも含めて、小学校、中学校のみなら

ず、幼稚園、保育園、該当するところの区域

の家庭に、それぞれ学校、幼稚園、保育園の

先生方にご協力をいただいて、アンケートを

とってきたということがございます。確かに、

そのアンケートは保護者アンケートというこ

とではございましたが、子どもについてのこ

とを書いていただく自由記載のものでござい

ましたので、そういった過程を踏んでまいっ

ておりまして、決して性急に行ったものでは
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ないというふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）お昼前にすいません。 

 僕もちょっと、私は清水・学文路地域で、

いろいろ説明を聞かせていただいたりとかす

るんですけど、当然、西部、学文路、橋本で

温度差等もあると思うんですけども、私はい

ろいろ、皆さん、かんかんがくがくやってい

ただいておるんですけど、教育長並びに教育

次長、ほんで現場の職員の説明の姿勢を、僕

は学文路地区で見ていると、本当に共感でき

る、汗かいていただいているというふうに僕

は認識しております。 

 で、先ほどの答弁で細かい準備という言葉

と、ゴールを決めて逆算という教育長の答弁

あったわけですけども、これ、２点だけちょ

っと、前からの分とあわせて２点だけお伺い

するんですけども、ゴールを決めて逆算とい

うご答弁に対してですけど、もう既に平成28

年に向けて、スタッフ並びに校長というのは

もう決まってるんかなということが、まずそ

こを、スタートを決めるんやったら、まず長

を決めてから逆算するべきなんではないかな

というのが、個人的な見解を持っております。

それ１点、お答えいただきたいのと、前にも

議場で話したんですけど、クラブ活動ですね。

さっき答弁あったんですけど、クラブ活動で、

細かいこと言うて悪いんですけど、３月末、

４月頭に教員というか、学年が変わると。で、

クラブ活動は中体連が終わったら、前も言う

たんですよ、多分。中体連が終わったら新メ

ンバーになるんですかね。２年生が新キャプ

テンで、新人戦に向かってという入れ替えに

なるんですね。そこにきて、外部指導者とい

うのも、任期が多分３月末か４月になってる

んですね。ここら辺のバランスというんかな、

合併というか、新しい学校ができるんであれ

ば、そのクラブ活動の引っ付くタイミングと

いうんかな、そこら辺に対しての措置という

か、何かございますでしょうか。お願いしま

す。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）27年度の３校のスタ

ッフにつきましては、今はまだ決まっており

ません。ただ、統合のための嘱託職員１名入

っておりまして、今、各学校を回って、各学

校の様子、また統合に向けて、子どもたちへ

の指導等に既に回っていただいておりますの

で、この嘱託職員１名だけですが、今、逆に

言いますと27年度の指針に向けて、具体的に

もう既に動いていただいています。 

 27年度のスタッフ等につきましては、西部

も学文路も橋本も、それぞれより良い教育の

充実ができるように、また考えていきたいな

と思っています。３校とも力を入れて27年度

は取り組んでいきたいと思います。 

 それと、クラブ活動につきましてですけど

も、いろんな案があります。もう既にクラブ

活動が成立できずに、例えば、野球ですと学

文路と西部中学校が合同で試合に、この新人

戦は出ておりました。これから先、橋本につ

きましても急激に野球部員、野球に特化して

ものを言いますと、野球部員がいなくなりま

す。もう既に27年度で、３校で合同で取り組

んでいかなくてはいけないもの、それから、

交流しなければいけないもの、これらをもう

既に把握はしております。体育主任、部活動

の先生方とも協議して、具体的に27年度は、

中体連が終わり次第進めていかなければなら

ないと、そのように考えています。 

○議長（石橋英和君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）ありがとうございます。

本当に一番ありがたいお答えやったと思いま

す。あと、外部指導等もついてくる問題だと

思いますので、生徒に対して一番プラスに働
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くように、よろしくお願いいたします。とと

もに、先ほどの校長、スタッフの話ですけど

も、やはりこれだけ熱くなる議論になるので、

慎重審査の上、教育長が先頭に立って新しい

学校の長を決めて、そのスタッフを徐々に決

めて、落ち度のないように慎重によろしくお

願いいたします。 

 答弁結構です。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第15号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議がありますので、

起立により採決いたします。 

 委員会の付託を省略することに賛成の諸君

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、本案については、委員会の付託を

省略することは可決されました。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対の立場で討論する方あり

ませんか。 

 ３番 髙本君。 

〔３番（髙本勝次君）登壇〕 

○３番（髙本勝次君）反対の立場で討論いた

します。 

 私は、橋本市立小学校及び中学校設置条例

の一部を改正する条例について、反対の立場

で討論させていただきます。 

 平成22年２月に出された橋本市小中学校適

正規模・適正配置検討委員会の答申の中に繰

り返し指摘しているように、あくまでも学習

の主体者である児童生徒の意見を聞き取り、

反映させることが重要であると強調していま

す。そこで、実施された生徒のアンケートの

調査結果は、今回の条例が出される３カ月前

でありました。検討委員会の答申が平成22年

２月に提出され、そして、地元関係者代表に

なる審議する統合準備会がつくられ、その議

論が始まったのが昨年９月からでした。今回

の条例案が、児童生徒の意見を聞き取りした

のが３カ月前で、地元の関係者の意見を聞く

という、この統合準備会が昨年の９月から３

校それぞれで、５回、６回、７回とそれぞれ

開催されています。 

 私は、一番問題にしたいことは、この条例

案が提出される３カ月前に、児童生徒の意見

を聞くというアンケート調査をしたこと、こ

れが問題だと思います。要するに、当事者で

ある児童生徒の意見を聞く、このことを後回

しにして、行政当局の側から、また、統合準

備会の審議が行われたということであります。

児童生徒の意見が審議の中で生かされなかっ

たことが大きな問題だと私は思います。検討

委員会の答申で、あくまでも学習の主体者で

ある児童生徒の意見を聞き取り反映させるこ

とが重要であると言っているのに、結論を出

す手順が全く逆になっているように私は思い

ます。児童生徒の意見を聞いたのが３カ月前

ですから、３校統合、統廃合する結論を出す

のは、私は早過ぎると思っています。児童生

徒の意見が反映される審議が行われてから結

論を出すことが重要ではないかと思います。 

 そういったことで、今回の条例の提出は、

今申し上げたような内容で、本当に時期尚早、

早く出し過ぎではないかと思います。 

 そういった意味で、今回の橋本市立小学校

及び中学校設置条例の一部を改正する条例に

ついての反対討論といたします。 
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○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

 ９番 松浦君。 

〔９番（松浦健次君）登壇〕 

○９番（松浦健次君）今までの審議の経過を

前提として、細々としたことは言わないで簡

単に申し上げます。 

 まず、統合の必要性、これは納得できます。

合理性があります。方法、準備等については、

私は、説明会にたびたび行かせていただきま

したが、教育委員会の答弁、あるいは保護者

の素朴な疑問、これに対しては誠実に答えて

くださっていたと思います。しかも、その内

容というのは、私は納得できるものでした。 

 子どもの意見を子どもの意見をと言います

けども、子どもというのは、たかが10年の人

生経験しかないんです。大人は何十年の現場

を、あるいは過程を経験した上で、これがい

い、あれがいいと決めるんです。子どもの意

見を尊重するということも大事ですけれども、

大人がその経験と精進とから得た見識を持っ

て、これでやるんだというのは、それは通す

べきで、子どもが、たかだか何年間かの経験

から言うだけ、好き嫌いで言うだけ。子ども

は、この教育に対して責任を持たないんです

よ。責任を負えるのは、これを決めた人、実

現していく人なんです。その人の意見を尊重

しなくてどうしますか。 

 また、子どもの意見を聞いたとしても、子

どもの意見はこうだろう、ああだろうと、大

人がいろいろ推測した上で、予想した上で、

こんな意見も出るだろうと、それを前提とし

て今まで検討してきたんです。何も子どもを

全く無視してやってきたわけではないんです。 

 その辺も考慮に入れまして、ぜひとも今回

の統合ということを成功させて、本当に子ど

もたち自身の成長に何が必要かということを

考えた上で、環境を整えて実施していくのが

我々の責務と考えております。 

 どうぞご賛同、よろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）次に、反対の立場で討

論する方ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

〔２番（阪本久代君）登壇〕 

○２番（阪本久代君）反対の立場で討論を行

います。 

 答申が出てから、統合準備会が開かれ、保

護者説明会も何度も開いてきましたというふ

うに説明もありました。私自身、西部中学校

区の統合準備会に何度か傍聴に行ったんです

けれども、統合は決まっていないという説明

をしながらも、もう統合は決まったことだと

いうふうに受け取られているような審議の進

め方といいますか、結局、なかなか、もう一

路統合に向かっての準備というような感じに

印象を受けました。 

 先ほど、この統合準備会では、結論として

は結論を出すのは難しいと。最終的な結論は

教育委員会に委ねられたということですので、

やはり、この中学校の統合問題というのは、

地域の皆さんと一緒につくり上げていくにし

ても、本当に難しい問題であるというふうに

思います。 

 そういう中で、先ほども、これから１年数

カ月で実際の統合に向けて、いろいろなこと

をするのには十分時間はあるというふうな説

明はありましたけれども、やはり今、１年数

カ月とかではなくて、やはり統合に向けても、

もう少し時間をかけるべきだと思いますし、

28年４月１日から施行するということでの、

この条例の改正は、もう少し期間をつくった

ほうがいいんじゃないかなと思います。 

 それと、私自身が心配するのは、今は西部

中学校、学文路中学校、橋本中学校の統合で

すけれども、これが決まれば、次の紀見地域、

まだ子どもたちの、生徒数の動向を見るとい
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うことで、今とりあえずは据え置きになって

ますけれども、また次のときに同じような形

で、この地域での話し合いといいますか、そ

ういうのが進められるのであれば、本当に統

合ありきで進められてしまうんではないかな

と危惧いたします。 

 そのことも含めて、今回のこの一部を改正

する条例については反対をいたします。 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第15号 橋本市立小学校及び

中学校設置条例の一部を改正する条例につい

て を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、議案第15号は、原案のとおり可決

されました。 

 この際、午後１時15分まで休憩いたします。 

（午後０時16分 休憩） 

                     

（午後１時15分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 日程第21 議案第16号 橋本市小学生医療

費の支給に関する条例の一部を改正する条

例について と、日程第22 議案第17号 

橋本市ひとり親家庭医療費の支給に関する

条例の一部を改正する条例について 

○議長（石橋英和君）日程第21 議案第16号 

橋本市小学生医療費の支給に関する条例の一

部を改正する条例について と、日程第22 

議案第17号 橋本市ひとり親家庭医療費の支

給に関する条例の一部を改正する条例につい

て の２件を一括議題といたします。 

 これより、２件一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ７番 中西君。 

○７番（中西峰雄君）この医療費の支給に関

する条例に伴って必要となる予算額の増加分

がいかほどになるのかお尋ねいたしたいと思

いますし、それと、この医療費の無料化に、

これまでいくら必要とされてきたのか、そし

て、そのうち県費補助がありますけれども、

確認ですが、市単の負担分としていかほどに

なっているのか、増加分についてもお願いし

たいと思います。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）今回の条例改

正の内容でございますが、中学生の医療費の

自己負担部分の無償化ということに向けて、

現在、運用しています小学生医療費の無償化、

その同じ手法で行うということで、この条例

を改正するものでございます。それで、必要

となる金額、予算については、当初予算で計

上していくということになるわけです、新た

な部分については。この部分については、ま

だ現在、当初予算を編成中というか、作業中

でございますが、一応、見込みといたしまし

ては3,200万円程度、市単部分でございます。

この部分は全部市単ということで、3,200万円

程度を現時点で事務方としては予定してござ

います。それと、後段のご質問、ちょっと今、

資料を持ち合わせておりません。 

○議長（石橋英和君）７番 中西君。 

○７番（中西峰雄君）この制度が始まります

と、経常的に、今の段階ですけども、3,200
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万円の経費が必要となってまいります。3,200

万円の経常的な経費の増加ということですけ

ども、市の行財政運営の原則論をちょっとお

聞かせいただきたいんですが、経常的な経費

については、できるだけ抑えていくという基

本的な方針が、まず、あろうかと思いますが、

経常的な経費の増加については経常的な経費

の削減で応じていくというのが原則でなけれ

ばならないんではなかというふうに考えてお

りますが、市のほうの基本的な方針はどのよ

うになっておられるのか。 

 もう一点は、この制度は経常的な経費の増

加ということになっていくわけですけども、

この財源について、私が申し上げました経常

的な経費の削減をもって充てていっているの

かどうか。経常的な経費の削減は一体何なの

かということについて、お示し願いたいと思

います。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）この財源に充

てる、ちょっと具体的な数字、今、手元には

ございませんが、以前、一般質問の中でお答

えしていますのは、こども園化に伴う従来の

運営方法と、こども園化に伴う経費の縮減、

その部分をこの経費、中学生の医療費の無償

化に充てるということで考えております。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（石橋英和君）ご指摘ください。 

○７番（中西峰雄君）市の財政運営の基本的

な考え方についておただしさせていただいて

おりますので、答弁お願いします。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）その基本的な方針と

いうことでございますが、議員ご指摘のとお

り、当然のことながら経常経費は経常経費を

削ってという形になるのが原則であろうと考

えておりますけども、少なくとも中学生医療

の部分につきましては県の補助はございませ

んので、全部、一般財源ということになりま

す。これは当然、起債も対象にはなりません

ので、そういう中で一般財源、税収なり、あ

るいは交付税なりの一般財源を充てていくと

いうことになるわけでございますけども、当

然、その財源については限られておりますの

で、それは先ほど健康福祉部長が申し上げま

したような形で、どこかで生み出す必要があ

るということになるわけでございますけども、

今回、そのこども園化を進めていく中で、人

件費なり、それから、臨時嘱託の物件費なり

というのがかなり下がってきております。 

 それから、小学生医療のときにも申し上げ

た点がございますけども、生ごみ堆肥化等、

かなり、ごみ処理経費について、市民のご協

力によりまして下がってきておるという実態

もございますので、そういう中から福祉分野、

医療費であるとか、それから、ほかの高齢者

の福祉分野について、そのあたりに回してい

くという基本方針を持って政策的に進めてお

るところでございます。 

○議長（石橋英和君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）同じとこです。69ペー

ジの端っこのほうに附則とあるんですけど、

平成27年４月１日からと書いてあるんですけ

ど、一般質問させていただいたときは、平成

27年のできるだけ早期にというお答えで、再

質問しても同じ早期にというとこまでしか答

えられないということでしたけども、これは、

４月１日からというふうに解釈してよろしい

んですかということが一点と、もう一つは、

答弁は結構なんですけども、これをやってい

くにあたって、和歌山県内の町村はもう中学

校医療というのは進んでおりますけども、橋

本市がやったんだよということで、県全体で

就学前の２分の１の割合をもうちょっと県に

持ってもらうであるとか、小学校医療も半分

ぐらい持ってくれよというふうな意味合いを
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心の中に秘めていただきたいと思います。 

 一つ目だけ答弁お願いします。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）おただしのと

おり、平成27年４月からの実施ということで、

現時点、準備に取りかかっております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）先ほど答弁を

保留しておりました、小学生の医療費無償化

の関係でございますけども、23年１月から26

年３月までで、総支給額が２億3,603万4,387

円でございます。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（石橋英和君）ご指摘ください。 

○７番（中西峰雄君）その２億三千何がしの

うちで、県費補助を除いて市単はおいくらで

すか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）小学生の医療

費につきましては、全額市単でございます。

市単独でございます。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）これは23年１

月から26年３月までということでございます。

で、２億3,603万4,387円の支出でございます。 

○議長（石橋英和君）いいですか。 

 ないようですので、これをもって質疑を終

結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第16号と

議案第17号の２件については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより、２件一括して討論を行います。 

 まず、原案に反対の立場で討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第16号 橋本市小学生医療費

の支給に関する条例の一部を改正する条例に

ついて と、議案第17号 橋本市ひとり親家

庭医療費の支給に関する条例の一部を改正す

る条例について の２件を一括して採決いた

します。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第16号と議案第17号の２件に

ついては原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第23 議案第18号 橋本市国民健康保

険条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（石橋英和君）日程第23 議案第18号 

橋本市国民健康保険条例の一部を改正する条

例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第18号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論を行います。 

 まず、原案に反対の立場で討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第18号 橋本市国民健康保険

条例の一部を改正する条例について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第24 議案第19号 橋本市消防団員等

公務災害補償条例の一部を改正

する条例について 

○議長（石橋英和君）日程第24 議案第19号 

橋本市消防団員等公務災害補償条例の一部を

改正する条例について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第19号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論を行います。 

 まず、原案に反対の立場で討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第19号 橋本市消防団員等公

務災害補償条例の一部を改正する条例につい

て を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第25 議案第20号 橋本市長期総合計

画審議会条例の一部を改正する条例につい

て から、日程第29 議案第24号 橋本市

公共下水道事業審議会条例の一部を改正す

る条例について までの５件 

○議長（石橋英和君）日程第25 議案第20号 

橋本市長期総合計画審議会条例の一部を改正

する条例について から、日程第29 議案第

24号 橋本市公共下水道事業審議会条例の一

部を改正する条例について までの５件を一

括議題といたします。 

 これより、５件一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 17番 松本君。 
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○17番（松本健一君）まず、議案第20号 橋

本市長期総合計画審議会条例の一部を改正す

る条例について、お尋ねさせていただきます。

長期総合計画は議会基本条例第11条、第12条

にある、市長等が提案する重要な政策のため、

長期総合計画を審議する本審議会条例の改正

は同様に重要であるため、政策の発生源、提

案に至るまでの経緯を少したどりながら、お

聞かせいただきたいと思います。 

 本定例会開会日に、市長の提案理由の説明

で、平成26年６月議会において制定されまし

た橋本市議会基本条例第10条の規定に基づき、

所要の改正を行うものと説明がされておりま

す。つまり、改正根拠自体は議会基本条例で

あって、第10条を少し読みますと、「議員は、

二元代表制及び住民自治の観点から、市長等

が設置する法定外諮問機関及び審議会等の委

員に原則として就任しないこととする」と書

いてあるからと。しかし、これ、条文には続

きがありまして、第11条「議会は、市長等が

提案する重要な政策等について、論点を明確

にし、深く審議を行うため、市長等に対し、

次の各号に掲げる事項について明らかにする

ように求めるとする」として、七つの項目を

挙げております。そのうちの５番目に、「総合

計画との整合性」というふうに書いてあるん

です。つまりは、ここの部分では、市長等が

定める重要な政策よりまだ上やということを

示しております。 

 続いて、12条も、これに関して議決の追加

という部分で、議決事項の拡大について「地

方自治法第96条第２項の規定に基づく議会の

議決事項は、議会が市政における重要な政策

の決定に参画する観点と、市長等の政策執行

上の必要性を比較し、橋本市議会の議決すべ

き事項を定める条例に定めるものとする」と

いうふうに書かれてあります。この第12条に

ある橋本市議会の議決すべき事項を定める条

例には、「地方自治法第96条２項の規定に基づ

いて、橋本市議会において議決すべき事項は

次のとおりである」というふうに、(１)から

(３)まで挙げられておりますけれども、そこ

には、長期総合計画は定められておりません、

現時点。 

 このことに関しましては、平成24年９月、

私の一般質問で、平成23年５月２日、地方自

治法第２条第４項削除で、長期総合計画の根

拠法令がないことをお聞きいたしましたが、

当時の企画部長の答弁で、「法第２条第４項が

削除されました。また、同日付で総務大臣よ

り、法の改正後においても、地方自治法第96

条第２項の規定に基づき、個々の市町村がそ

の自主的な判断により、引き続き現行の基本

構想について議会の議決を経て、制定、策定

することは可能であることの趣旨で通知があ

りました。したがいまして、総合計画におけ

る基本構想の法的な策定義務はなくなりまし

たが、一方で、その策定の必要性及び議会の

議決を経るかどうかは、各自治体の独自の判

断に委ねられることになりました。本市の考

えとして、総合計画は市の総合的かつ計画的

な行政運営の指針を示すものであり、市民に

まちづくりの長期的な展望を示し、魅力ある

まちの将来都市像を描くものであることから、

法的な策定義務はなくなったとしても、策定

すべきものであると認識しています。また、

市民のためのまちづくりの根幹である基本構

想については、市全体の総意により策定され

るべきものであるという考えのもと、市民の

代表である議会の議決を経ることは、必要か

つ重要なことであると考えます」と、当時、

企画部長が答弁されております。 

 そこで、橋本市議会の議決すべき事項を定

める条例など、現時点で、長期総合計画に関

して追記せずに、本審議会条例から市議会議

員を削除、改正すると、一切、根拠法令はな
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くなり、議会の議決は必要がないばかりか、

一切、議会が長期総合計画の決定に関与でき

ないこととなります。そこで、長期総合計画

は法第96条２項の規定に基づき、橋本市議会

の議決すべき事項を定める条例に、橋本市長

期総合計画に関することを、市民の代表であ

る議会の議決を経ることは、必要かつ重要な

ことと認識しているのであれば、今回の改正

条例とあわせて上程すべきだと私は思います

けれども、いかがでしょうか。また、このよ

うなことを検討されたのか、お尋ねさせてい

ただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）検討されたの

かというようなお話なんですけども、私ども

も平成24年の９月議会でご答弁させていただ

いたとおり、総合計画の中の、まずは基本構

想という部分については、向こう10年間の市

の羅針盤というふうになるということから、

やはり、議会議決は必要であるということは

今も変わっておりません。これについては、

次の総合計画の策定というのを平成28年度、

それから29年度、この２年間にわたって策定

をしていく、こういう予定をしているんです

が、今回のこの長期総合計画の審議会の委員

とのかかわり合いについては、またちょっと

別の視点かなというふうに思ってまして、今

年度議会のほうで、議会基本条例というのを

定められました。私どもも、まだ自治体数は

少ないんですけども、いわゆる自治基本条例

というのも少し視野に入れながら、この条例

を制定するのにあわせて、総合計画を議会の

議決事項とするということを定めていきたい

というふうに考えております。ですから、た

だ今の委員会の案件とはまた別で考えており

ますので、ご理解のほどをお願いいたします。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）私の説明も長いので、

ちょっと理解しづらいかとは思いますけれど

も、基本条例をまず定めた部分で、この10条

というのは決して議会の権限を弱めようとい

うことではないんです。議員全員の意思をち

ゃんとあらわそうというために、１人を派遣

して、その人に代表とするということではな

くて、議会という部分を全て主立った政策に

関しては関与していくよ、関与してください

ねということのための条例なんです。そこで、

今、ご答弁いただいた中で、常々、私議員に

なってすぐに提案させていただいた自治基本

条例について制定していくおつもりが少し出

てきたのかなと、その当時の答弁の中では、

市民理解であったり、市民の意識がまだ醸成

されていないというふうに、理事が、私は記

憶しておりますけれども、ご答弁されたかと

思います。そういった中で、議会も基本条例

をつくりながら、議会改革を進めて、市民と

ともにやっていこうという姿勢を示させてい

ただきましたので、今後の市政運営に関して、

今、ご答弁いただいた自治基本条例に関して、

お考えが少し変わってきたのかなとは思うん

ですけれども、その点はいいかがなんでしょ

うか。 

 それと、やはり、私はこの二つのセットで

法改正というか、条例改正は必要だと思いま

す。それについて、必要であると思うかどう

か、この二点で再度、質疑させていただきま

す。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）まず、確かに

その当時、今の理事のほうから、当時はたし

か市民協働の部分というのがまだ醸成してい

ないというような答弁であったかというふう

に思います。私どもとしては、今年、平木市

長にかわりまして、市長はやはり、いわゆる

市民協働、それから、やはり民間の力を活用

するということに力点を置いているところで
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ございます。ですから、そういうふうな取り

組みというのは、今後、本市が将来的に目標

としている部分を、これを具現化していくた

めには、そういう自治基本条例なり、まちづ

くり条例というものを今後定めていくのが望

ましいのではないかということを、今、私ど

も、うちの課としては考えているところでご

ざいます。 

 二点目のご質問ではありますけども、やは

りこれは、総合計画の議決という話と審議会

条例とは別物というふうに私は考えておりま

す。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）ややこしい、今、説明

が松本議員からもあったわけなんですけど、

私はもういっぺん言うときますけど、議会で

基本条例ができました、第10条。それは、審

議会、抜けました。抜くわけですね。課長が

つくられたから、課長にちょっともういっぺ

ん、お尋ねするんですが、結局、今出ている

橋本市長期総合計画審議会条例、これができ

上がって、最終的には議会が入っていないで

すけども。今までやったら入っていたけど、

入らんようになったと。ほんで、それはでき

上がった時点で、議会の議決をやはり得て、

そして、計画というか実行に移すということ

をここには入れてないけれども、入れること

を前提としているということで、本会議です

ので、もういっぺん聞いときますけども、そ

ういうことでよろしいんですか。解釈として

は。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）先ほどご指摘いただ

きましたように、今回、提案させていただい

ている趣旨につきましては、議員のほうから

先ほどご説明いただきましたとおりでござい

まして、必ずしも議員に審議会の委員に入っ

ていただくことにつきましては、議会を無視

するとかそういうことではなしに、全体的な

議論を深めていただくという趣旨で、議会基

本条例のほうもありますので、そういう趣旨

で、それに呼応した形で今回提案させていた

だいておりますので、その点は、共通認識を

持っております。 

 そして、先ほど申し上げましたように、総

合計画に関しましては、自治法上の規定は抜

けたわけでございますけども、それについて

も、先ほどご指摘いただきましたように、そ

の当時の答弁の趣旨は何ら変わっておりませ

ん。ただ、次の計画はまだ、現計画は期間中

でございますので、次の計画策定、先ほど、

企画経営室長から申し上げましたように、28

年から29年ということになっておりますので、

市といたしましては、その時点で、きちっと

した形で先ほどの方針に沿った形で、議会の

全体のご理解をいただきながら承認していた

だくような手続きの方法をきちっとさせてい

ただくというスタンスでおりますので、そこ

に関しましては現時点で議員が審議会委員を

抜けられることによって、何らか、議員の方々

に対する説明が抜けるというようなことは市

執行部としても考えておりませんし、そうい

うことはないというふうに思っております。 

 従来から、市の総合計画につきましては、

委員会にも詳しくご報告をさせていただきな

がら進めてきたところでございますので、そ

のやり方については今後も変わりございませ

んし、以前にご答弁させていただいたような

趣旨で、自治法上の規定はなくなりますけど

も、それについてはかわるものを整備してい

きたいというスタンスでおりますので、ご理

解をお願いいたします。 

○議長（石橋英和君）18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）もう一つ、副市長、長々

と説明してくれたんやけどね。僕はちょっと、
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簡単に言うてもうたらええんで。審議会条例

をつくるんでしょう。条例をつくったら、や

っぱりその条例に基づいて、議会というのが

あるので、議会の議決を得るということにな

るんでしょう、最終的には。それには間違い

ないですかと言うている。要するに、これは

もう法律がなくなったから、要するに、ない

んやけど、橋本市のために、やっぱり10年ぐ

らいのスパンでつくろうやということやろ。

条例ということは、まちの法律ですわな。そ

れが、きょうは通ったとする。その作成した

やつを、今度は、でき上がったものを、要す

るに、議会の議決を得るということで確認し

て、議決を得て執行するんやということでよ

ろしいんですかと聞いとるんですわ。これは

もうここで聞いとけば、もう別にこの文章に

入っていなかってもええと思うんだけども、

そこらはどうですかということ。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）ちょっと長々とご答

弁させていただいたんでわかりにくかったか

もしれませんが、議員おっしゃるとおり、そ

ういう趣旨で以前にも答弁させていただいて

おりますので、承認をいただく議決の条例に

つきましては、現時点では整備をさせていた

だきませんけども、次の必要な時期までには

整備をさせていただくつもりでおります。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第20号か

ら議案第24号までの５件については、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより、５件一括して討論を行います。 

 まず、原案に反対の立場で討論する方あり

ませんか。 

 ９番 松浦君。 

〔９番（松浦健次君）登壇〕 

○９番（松浦健次君）私は、反対の立場から

討論いたします。 

 議会は市民のかわりに行政をチェックする

という使命を持っております。これは議会の

本質的な機能です。二元代表制とか基本条例

とかいうので、議会が行政に関与するという

ことをその場では避けようということで、い

ろんな審議から議員が引き揚げると、議会の

関与を引き揚げるという傾向があり、その一

つが、今のきょうの議題でありますが、私は

これを放棄するということは、議員としての

仕事、議会としての仕事を放棄するもので、

自殺行為であると考えます。二元代表制の趣

旨を誤解して行政のチェック機能を放棄する

ということは、結局、議会のチェック機能、

市民のかわりに行政をチェックする、そうい

う機能を放棄する自殺行為だと考えます。 

 議会に全ての行政行為が上がってくるなら

ば、それはそれで結構ですが、議会に上がっ

てこないものもある。それに対しても、議員

を引き揚げた。引き揚げようとする行為はや

はり愚策であると考えます。しかも、議会に

上がってきた議題であっても、これは今まで

の私の12年になんなんとする議会生活の中で

振り返ってみれば、市当局の提案がそのまま、

何ら修正されることなく通ってきたと。圧倒

的にそれが多いです。したがって、やっぱり、

議会がいろんな審議会から引き揚げるという

一環の本議案に対しては、市民のかわりにこ

れをチェックしていくと、できるだけ議会が

関与する機会が多いほうがいいというような
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価値観から、私は反対といたします。 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

 17番 松本君。 

〔17番（松本健一君）登壇〕 

○17番（松本健一君）私、今回の５件の改正

する条例に賛成の立場で討論をさせていただ

きます。 

 今回の市議会議員を各審議会から除いてい

く、削除していく形は、決して議会の権限を

減らすわけではなく、最終的に全議員が熟考

をし議論を闘わせるために、欠くことのでき

ない条例の改正でございます。特に、質疑を

させていただきましたけれども、長期総合計

画等に関しては各議員がそれぞれ考えている

ことを、また、市民の皆さんが考えてこられ

たことを真剣に議論を重ねて決定するという

重い責務を、私たち議員一人ひとりが、全員

が持つことを意味しております。そのために

は今回の改正は、まず、踏むとこは踏んでい

く、その必要性がございますので、今回の条

例の改正に賛成とさせていただきます。 

 議員各位のご賛同をよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（石橋英和君）次に、反対の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第20号 橋本市長期総合計

画審議会条例の一部を改正する条例について 

から、議案第24号 橋本市公共下水道事業審

議会条例の一部を改正する条例について ま

での５件を一括して採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、議案第20号から議案第24号までの

５件については原案のとおり可決されました。 

                                          

 


